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技術の特徴

・ 植物病原菌等には未知の様々な糖代謝系が存在すると考えられる。

・ 新規代謝系には新たな特徴を持った酵素が存在する可能性がある。

・ トランスポゾンによる遺伝子破壊と呈色培地を用いた簡便なスクリーニング。

・ 高付加価値糖の大量生産や希少糖の合成に利用。
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最小培地等による代謝経路の誘導

→キシリトールを資化する株のみ生育

キシリトール資化性株 ②

キシリトール非資化性株 ③

キシリトール代謝関連遺伝子の単離

*1% キシリトール添加
MacConkey培地

（キシリトール資化菌のみ
赤く着色）

野生型菌株（キシリトール非資化性） ①

研究の内容

今後の展開

・ 各遺伝子産物の機能の解析。

・ 単離された酵素を利用したキシリトールや希少糖の生産系の開発。

・ 他の糖類の新規代謝経路の探索。

トランスポゾンによる遺伝子破壊

選択培地*を用いた非資化性株のスクリーニング

→非資化性株は白色

トランスポゾン挿入領域の単離

挿入領域の遺伝子配列の解析
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